
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旭川市教育委員会 

 

指導の改善策 
- 算数・数学編 - 
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○「正答率」「無回答率」「誤答率」などの詳細な分析から，課題の見られた設問を算数，

数学それぞれ４問ずつ取り上げ，課題解決のための最も有効なプランを授業改善と捉え，

具体的な授業プランを作成しました。 

○本授業プランは，「算数・数学科授業のポイント」で示す問題解決的な学習をベースに，

集団での話合いを必要に応じて位置付け，指導のポイントを示すなど，児童生徒一人一

人の思考を支援していく手立てについて示しています。 
  

 

 

○旭川市教育研究会算数数学科研究部で研究している「問題解決的な学習」について，学

習過程に沿って指導のポイントを示しています。 

○初任段階の先生をはじめ，本市の算数・数学の授業に携わる全ての先生方が，問題解決

的な学習を充実できるよう，授業づくりの際の参考にしてください。 

 
  

○算数・数学における小・中９年間の指導内容及び指導のポイントをひと目で見ることが

できる一覧票を作成しました。 

○新学習指導要領における４つの領域ごとに，小・中９年間の指導のポイントを系統的に

捉えることができますので，指導の参考にしてください。 

 

 

○「問題解決能力」を育む上で重要となるいくつかの数学的な考え方について，児童生徒

の考え方並びに指導のポイント及び他教科における具体的な活用場面例をまとめまし

た。 

 ○算数・数学の指導に生かすことはもとより，各学校において，教科等横断的に問題解決

能力を育む際に活用してください。 

 

 

○算数・数学の詳細な分析から，旭川市の児童生徒の実態を把握し，課題の見られた内容

について，学習プリントを作成しました。 

○学習プリントには，解き方のヒントを掲載するとともに，全国調査の過去の問題を掲載

しました。 

○授業中の練習問題や補充的な学習，児童生徒の家庭学習等で幅広く活用してください。 
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課題の見られた問題の出題の趣旨及び概要 

小１（３）示された図形の面積の求め方を解釈し，その求め方

の説明を言葉や数を用いて記述できる。 

減法の式が，示された形の面積をどのように求めているのか

を，数や演算の表す内容に着目して書く。 

 

旭川の子どもたちは，ここでつまずいた！ 

① 図形の面積の求め方について，「長方形」や「三角形」という用語を使って説明することができない。 

② 減法が，ある図形からある図形を取り去ることを表していることを説明することができない。 

〈不足している力〉 

・「長方形」や「三角形」などの基本的な平面図形を見つけること（小２）（小３）（小４）（小５） 

・量の保存性を基に，複数の図形で構成される図形の面積の求め方を説明すること（小５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜主な学習内容＞           〔指導のポイント〕 
 
 

 

 

 

 

 

 

・平行四辺形の面積の求め方 
・平行四辺形の公式 
・高さが図形の外にある場合の
平行四辺形の面積 

・新しい問題の解決のために既習事項を活用さ
せる。 

・図と式を結び付けながら説明させる。 
・等積変形や倍積変形によって求積可能な図形
（既習の図形）にすることで，平行四辺形の
面積の求め方を考えられるようにする。 

 

一
節 

３
時
間 

・三角形の面積の求め方 
・三角形の面積の公式 
・高さが図形の外にある場合の 
三角形の面積 

・三角形の高さに伴う面積の変 
わり方 

・「求積可能な図形にする」という考え方をもと
に類推的，発展的に台形，ひし形，一般四角
形の面積の求め方を考えられるようにする。 

・一般の四角形の面積を求める時は，複数の考
え方を比較し，どの図形を見いだすことが容
易であるのかを考えさせる。 

※本単元で学んだ既習内容を生かして，問題を
解決する学習に取り組ませる。 

 

・台形の面積の求め方と公式 
・ひし形の面積の求め方と公式 
・一般の四角形の面積の求め方 
・不定形の面積の求め方 
・学習のまとめ（本時） 

第５学年「四角形や三角形の面積」（１４時間扱い） 

○平行四辺形，三角形，台形及びひし形の面積の求め方を理解すること 
○三角形の高さに伴う面積の変わり方を調べ，比例の関係を捉えること 

単元を通して
身に付けさせ
たい力 

問
題
解
決
の
過
程
や
結
果
を
、
図
や
式
な
ど
を
用
い
て 

数
学
的
に
表
現
し
伝
え
合
う
活
動 

  

単元を通して重視
する数学的活動 

学習指導要領における領域・内容 

［第５学年］Ｂ量と測定（１）ア 

 

二
節 

５
時
間 

・等積変形や倍積変形によって求積可能な図形
（長方形や平行四辺形）にすることで，平行
四辺形の面積の求め方を考えられるようにす
る。 

・高さが図形内にある図形に変形すれば面積が
求められることを説明させる。 

・高さと面積の２量が比例することを捉えさせ
る。 

 
 

三
節 

６
時
間 
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ゆうたさんの求め方は？

(３＋５)✕２✕２＝８
大きい三角形は ２つの三角形に ８✕２＝１６
底辺が 7＋5 で 12 ㎝ 分けると，底辺が 答え １６㎠
高さが 5＋3 で８㎝ ５㎝になるので，
12✕８÷２＝48 ５✕７÷２＝17.5
12✕３÷２＝18 ５✕５÷２＝12.5
48－18＝30(㎠) 17.5＋12.5＝30(㎠)

＜練習問題＞

示された図形の面積の求め方を解釈し，言葉や数を用いて説明す

ることができる。
本時の目標

Ⅲ【集団解決で学びを深める①】
まず，多数の児童が考えるであろう「引く」
考え方から取り上げる。
① 補助線のみを示し，どのような考えなの
かを予想させる。

② 式を板書し，どのように考えたのかを交
流させる。

その際，「引く」考えや式と図を結び付ける考え
など，多くの児童が解き方を説明することがで
きるように配慮する。

＜本時の指導のポイント＞
各自が図への補助線の引き方を考えた後，全体で補助線の引き方を確認する。その後，図を見て求め方の
説明をまとめさせるようにする。この手順を，集団解決の場面，練習問題①の場面で繰り返し，次第に自分
一人で求め方の説明を書くことができるようにする。

＜日常的な指導のポイント＞
どのような順序で考え方を扱うのか，事前
に考慮する。「易→難」の順，誤答の多い順な
どから取り上げるようにする。

主体的な学び

Ⅳ【集団解決で学びを深める②】
次に，「足す」考え方を取り上げる。式と図を関連
させて，どの図形の面積を表しているのか，底辺や高
さはどこになるのかを確認しながら，説明をつなげて
いく。
２つの考えを扱った後，「２つの解き方の違いは何
だろう？」と発問し，補助線の引き方の違いに着目す
ることで，①補完して余分な面積を取る考え方と②面
積を分けて求める考え方があることを整理する。

＜日常的な指導のポイント＞
図からなぜこの式になるのか，式から図をどのように工夫
したのかなど，図と式を結び付けて考えさせる。また，図を
基にした考え方について，基本的な図形や構成要素などの用
語を，正しく使いながら説明できるようにする。

対話的な学び 深い学び

ひく

右のような図形の面積を
求めましょう。

20 は，長方形の面積を，
４は，三角形の面積を表し
ています。
20－４は，長方形の面積か
ら三角形の面積を引いてい
ることを表しています。

ちひろさんの求め方は？
５✕４＝２０
４✕２÷２＝４
２０－４＝１６

答え １６㎠
「20－４」は，どのようなこ
とを表していますか。
「20」と「４」がわかるよう
にして，言葉や数を使って書
きましょう。

  

たす

８は，１つの台形の面積を，
８✕２は，１つの台形の面積を２
倍していることを表しています。

面積の求め方も説明しよう。

Ⅰ【問題を把握する】

問題を板書する。
その後，図を提示し，
少し時間を与えて求
め方を考えさせる。
「補助線を引くと

できそうだ」という
ことを全体で確認
し，必要な長さを知
らせる。

Ⅱ【課題解決の見通しをもつ】

課題提示後，①補助線を引く②式と答え
③言葉や数による説明，の順序で解くこと
を確認する。
「底辺」や「高さ」がどこになるのかを

明確にしながら，説明できるように促す。
＜見通しをもたせるための手立て＞

・補助線の引き方を全体で確認する。
・個人で考えさせてから補助線の引き方の
みを確認する。
など，実態に応じた手立てが考えられる。

Ⅴ【練習問題で確実に身に付ける】

練習問題（左）の補助線の引
き方を全体で確認する。
各自で求め方を考えさせ，全

体で解決して答えをまとめる。
練習問題（右）は，各自で解

決する時間を確保するために，
プリント提示するとともに，解
答の条件を確認する。
ペアで考えを説明し合わせて

から全体で答えを確認する。

主体的な学び 主体的な学び 主体的な学び 対話的な学び

＜日常的な指導のポイント＞
提示された図を基に，気付いた
ことや考えたことを，率直に発言
できるようにする。

＜日常的な指導のポイント＞
解決の手順や方法など，見通し
をもたせる。また，児童の実態に
応じた手立てを講じる。

＜日常的な指導のポイント＞
本時の学びを生かし，自信をも
って考えを説明し合う活動を取
り入れる。
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課題の見られた問題の出題の趣旨及び概要

小２（３）資料の特徴や傾向を関連付けて，一人当たりの水の

使用量の増減を判断し，その理由を記述できる。

２つの棒グラフから，一人当たりの水の使用量についてわか

ることを選び，選んだわけを書く。

旭川の子どもたちは，ここでつまずいた！

① 棒グラフの意味や縦軸（数値）の意味を理解できていない。

② 一人当たりの水の使用量が（市全体の水の使用量）÷（市の人口）となることを理解できていない。

③ ２つの棒グラフについて，それらを関連付けて理解できていない。

〈不足している力〉

・何を表す棒グラフなのか，数値から数量の変化を正しく読み取ること（小３）

・一人当たりの水の使用量を求めるために必要な（市全体の水の使用量）と（市の人口）を，２つの棒

グラフからそれぞれ読み取ること（小５）

一
節

４
時
間

＜主な学習内容＞ 〔指導のポイント〕

・単位量当たりの大きさ

・混み具合の比べ方

・収穫量の比べ方

・燃費の比べ方 など

・異種の２つの量の割合としてとらえさせる。
・異種の２つの量の一方を基に，単位量当たり
の大きさを求めて比べさせる。
・異種の２つの量の割合について，どちらか一
方の単位量当たりの大きさで考えるので，比
べ方には２通りあることに気付かせる。

・２つの棒グラフから，その特徴や傾向を読み
取らせる。
・単位量当たりの大きさについて，２つの棒グ
ラフそれぞれから必要な情報を読み取り，用
いる場面を理解させる。

・単位量当たりの大きさの活用

（本時）

・人口密度

・いろいろな単位量

○種類の違う２つの量の割合としてとらえられる数量について考えること

〇割合の表し方や比べ方を理解し，それを用いること

単元を通して
身に付けさせ
たい力

学習指導要領における領域・内容

［第５学年］Ｂ量と測定（４）ア

単元を通して重視
する数学的活動

異
種
の
２
つ
の
量
の
割
合
を
表
し
た
り
比
べ
た
り
す
る
活
動

第５学年「単位量あたりの大きさ」（7時間扱い）

二
節

１
時
間

・国や都道府県，市町村などに住んでいる人の
混み具合について，面積（㎢ ）を基に考えさ
せる。

・人口密度を概数で求めさせる。
・身の回りの生活の中において「〇〇当たりの
大きさ」で表されたものを探し，その意味を
考えさせる。

三
節

２
時
間
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《グラフからわかること》

２～３年とも使用料は同じ

２～1400 は万㎡だから，

ぴったり同じではない

２～３年とも水の使用料は

だいたい同じ

３～2010 年から 2013 年，

2013 年から 2016 年と

同じぐらい人口が増えてる

３～３年で１万人ぐらい

３～2016 年人口は約 15 万

資料の特徴や傾向を関連付けて，一人当たりの水の使用量の増減

を判断し，その理由を記述できる。
本時の目標

Ⅳ【集団解決で学びを深める】

イとウの説明が「一人当たりの水の使用量」にな
っていないことを確認し，２つのグラフを関連させ
る必要性に気付かせる。
アの説明が複数（多様に）あることを知らせた上

で，実際に計算して確かめる考えから取り上げ，「市
全体の水の使用量÷市の人口」から説明する方法を
確認する。

対話的な学び 深い学び

＜日常的な指導のポイント＞
互いの考えに対して「なぜ正しいのか」「なぜ正しくないのか」と考えな
がら伝え合うようにさせる。正しい考えには何が共通するのか，正しくな
い考えには何が必要かを説明させる。集団で考え合うことで，個々の考え
が深まることを実感させるようにする。

Ⅴ【複数の正解を基にまとめる】

アに対するわけ（理由）として
出し合った説明について，正しい
と判断する条件を，次の３つのこ
ととして確認する。
「市全体の水の使用量÷市の人口」
「市全体の水の使用量は変わってい
ない」

「市の人口は増えている」
また，実際に計算して「一人当

たりの水の使用量」の変化を説明
できることを確認する。

２つのグラフから，１人あたりの
水の使用量について，どのような
ことがわかりますか。

イ
３年とも水の使用量が変わって
ないから

△１人あたりではない
ウ
市の人口が増えているから

△１人あたりではない

ア １人あたりの水の使用量は，減っている。
イ １人あたりの水の使用量は，変わらない。

ウ １人あたりの水の使用量は，増えている。
エ １人あたりの水の使用量は，増えたり減っ
たりしている。

市全体の水の使用量÷市の人口

対話的な学び

ア
３年とも約 1400 万㎡で，2010 年が約 14 万人，
2013 年が 14.5 万人，2016 年が 15 万人として，
1400 万÷14 万＝100 で，約 100 ㎡
1400 万÷14.5 万＝96.5…で，約 97 ㎡
1400 万÷15 万＝93.3…で，約 93 ㎡

だから，１人あたりの水の使用量は減っている。

主体的な学び

ア
１人あたりの水の使用量は，
「市全体の水の使用量÷市の
人口」だから，
市の人口が増えるほど，１人
あたりの水の使用量はどんど
ん減っていく。

Ⅲ【個人思考で自分なりに考える】
答えの予想から改めて自分の考えを確認し，言葉
や数による説明をまとめさせる。次の３つの具体的
な姿が想定される。
〇「変わらない」ことは，何から分かるか考える。
〇「増えている」ことは，何から分かるか考える。
〇「一人当たりの水の使用量」の求め方について，
２つのグラフを関連させて考える。

主体的な学び

＜日常的な指導のポイント＞
個人思考では，自信がなくて
も，途中まででも，自分なりの
考えをもつことが大切であるこ
とを伝える。

＜日常的な指導のポイント＞
本時の課題について多様な答え

が存在することを確認し，肯定的に
捉えさせるようにする。

Ⅱ【課題解決の見通しをもつ】

問題提示後，４つの答えを提
示し，答えを予想し選択させる。
ア 少数 イ 少数
ウ 多数 エ ０

２つのグラフは，どちらも市
全体の水の使用量や人口を表し
ていることを確認する。
「一人当たりの水の使用量」
を強調し，その求め方を考えれ
ばできそうなことに気付かせ
る。

Ⅰ【問題場面を理解する】

２つのグラフを提示し，「2つ
のグラフから分かることは何で
すか？」と発問して，ノートに
書かせる。
それぞれのグラフから分かる

ことを別々に取り上げ，縦軸の
数値の意味などを確認する。
最後に２つのグラフを関連付

けている考えを取り上げ，本時
の問題提示につなげる。

＜本時の指導のポイント＞
「一人当たりの水の使用量」は「市全体の水の使用量÷市の人口」で求められることを理解させるとともに，
わられる数とわる数の関係を踏まえて，２つの棒グラフから必要な数量の変化を読み取ることができるように
する。

主体的な学び

＜日常的な指導のポイント＞
提示されたグラフや表を基に，
気付いたことや考えたことを，率
直に発言できるようにする。

主体的な学び

＜日常的な指導のポイント＞
提示された問題に対して，直観
であってもいいので，答えを予想
し挙手できるようにする。

１つ選んで，わけを書こう!!
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課題の見られた問題の出題の趣旨及び概要

小３(２) 示された計算の仕方を解釈し，減法の場合を基に，

除法に関して成り立つ性質を記述できる。

減法の計算の仕方についてまとめたことを基に，除法の計算

の仕方についてまとめると，どのようなるのかを書く。

旭川の子どもたちは，ここでつまずいた！

① 減法の場合を基にして，除法に関して成り立つ性質を，言葉を用いて記述することができない。

② 除法に関して成り立つ性質を理解できていない。

③ わり算の答えを商ではなく，差と答えている。

〈不足している力〉

・除法に関して成り立つ性質を調べ，それを計算の仕方を考えることや確かめに生かすこと（小４）

・減法に関して成り立つ性質を調べ，それを計算の仕方を考えることや確かめに生かすこと（小３）

一
節

９
時
間

＜主な学習内容＞ 〔指導のポイント〕

・何十÷何十

・何百何十÷何十

・２位数÷２位数

・仮商，過大商，過小商

・３位数÷２位数

・４位数÷２位数

・何十÷何十，何百何十÷何十の除法の計算が
でき，あまりのある除法の，あまりの大きさ
について理解させる。
・２位数÷２位数の除法の計算を理解し，筆算
ができるように繰り返し練習させる。
・被除数が３位数，４位数の計算ができるよう
に，既習事項を振り返らせる。

・身のまわりの事象を数理的に捉え，除法につ
いての学習などを活用して問題を解決するこ
とができるようにする。
・基本的な学習内容の理解を確認し，定着を図
る。

・わり算の活用

・被除数と除数（本時）

単元を通して重視
する数学的活動

第４学年「わり算の筆算（２）」（１３時間扱い）

○被除数と除数に同じ数をかけても，同じ数で割っても，商は変わらない

ことを理解すること

単元を通して
身に付けさせ
たい力

被
除
数
と
除
数
の
関
係
を
理
解
す
る
活
動

学習指導要領における領域・内容

［第３学年］Ａ数と計算（２）ウ

［第４学年］Ａ数と計算（３）エ

二
節

２
時
間

・被除数と除数に同じ数をかけても，同じ数で
割っても，商は変わらないことを理解させる。

・被除数と除数を同じ数で割っても商は変わら
ないことを使って，工夫して計算をすること
ができるようにする。

三
節

２
時
間
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＜本時の指導のポイント＞
被除数と除数の関係を見いだすために，個人思考の場面で商が４になる式をいくつも考えさせるととも

に，集団解決の場面で他の商の場合も考えさせ，性質が成り立つことを帰納的に捉えることができるように
する。また，成り立った性質を等号を用いた式で表現できることを理解させる。同じ数をかける，同じ数で
わるという表現や「商」「わる数」「わられる数」等の数学的な用語を意識して説明させるようにする。

示された計算の仕方を解釈し，除法に関して成り立つ性質を説明

できる。
本時の目標

Ⅱ【課題解決の見通しをもつ】

１人分の折り紙が４枚になる
ような分け方がいくつもあるこ
とを確認し，児童から□と○に当
てはまる数をいくつか出させ，式
を例示する。
商が４になるわり算の式は１
つではなく，たくさんあることを
確認し，当てはまる数を調べるた
めの見通しと意欲をもたせる。

Ⅳ【集団解決で学びを深める】

商が４になるわり算について，様々な式で確認し，わ
られる数とわる数に同じ数をかけても同じ数でわって
も商が変わらないことに気付かせる。
「商がほかの数になる計算でも成り立つだろうか？」

と発問し，ほかの商の場合を個人で確かめさせてから，
帰納的に考えて性質が成り立つといえることを全体で
確認する。
２つのわり算の式を横に並べて等号でつないだ式を

板書し，式の意味を理解させるとともに，除法について
成り立つ性質を式の形で捉えられるようにする。

Ⅰ【問題場面を理解する】

折り紙を何人かに分けると１
人分が４枚になったという日常
的な場面から，最初に折り紙が
何枚あったのか，何人に分けた
のかを求める問題であることを
理解させる。
わり算の式の答えが商である

こと，わる数，わられる数とい
う数学的な用語を大切にする。

＜日常的な指導のポイント＞
ある性質がいつでも成り立つことをいくつかの場合につ
いて試すことで見いだそうとする考え方を大切にする。

＜日常的な指導のポイント＞
課題や主な発問を板書し，見通し
をもって学習に取り組むことがで
きるようにする。

Ⅴ【練習問題で確実に身に付ける】

□に当てはまる数を，同じ
数を乗除しても商はかわらな
いという性質を利用して求め
させる。
除法に関して成り立つ性質
を，「わる数」「わられる数」
「商」等の数学的な用語を用
いて説明できるようにする。

Ⅲ【個人思考でよりよく考える】
商が４になる場合について，いくつか立式

し，それらの式を比較して，どのような共通
性や法則性あるか考えさせる。
机間指導の際，個人思考が停滞している児

童には，わられる数とわる数の変化の仕方に
着目するように働きかける。
同じ数をかけていること，同じ数でわって

いることの一方のみに気付いている児童に
は，式を入れ替えて書かせることで，別の見
方ができるようにさせる。

＜日常的な指導のポイント＞
本時の学びを生かし，自信を
もって考えを説明し合う活動
を取り入れる。

主体的な学び

＜日常的な指導のポイント＞
式や結果を比較させ，共通性や法則性などの
きまりがあるか考えさせる活動を取り入れる。

＜日常的な指導のポイント＞
数学的な用語を確認し，意識し

て説明したり記述したりする際に
用いることができるようにする。

対話的な学び 深い学び

主体的な学び 主体的な学び 主体的な学び 対話的な学び
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課題の見られた問題の出題の趣旨及び概要

小３（４）示された除法の式の意味を理解している。

１８００÷６は，何ｍ分の代金を求めている式といえるのか

を選ぶ。

旭川の子どもたちは，ここでつまずいた！

① 除法は１に当たる大きさを求める式であることを理解できていない。

② 式の数の意味を理解できていない。

〈不足している力〉

・式の数の意味を理解すること（小１～６）

・小数のわり算の際に倍をしたらどうなるかを理解すること（小５）

・数直線図を使って立式するために，何を基に
するのかを考えさせる。また，図をかくこと
で何を基に考えているのか，イメージできる
ようにする。

・機械的に問題に取り組ませるのではなく，数
の意味を考えさせたり，図をかいてイメージ
させたりしながら問題を解決させる。

・小数の場合の基準量や比較

量を求める

・小数の除法の活用

・除数と商の大きさの関係

・あまりのある小数の除法

一
節

６
時
間

＜主な学習内容＞ 〔指導のポイント〕

・整数÷小数（本時）

・小数÷小数

・小数÷小数の筆算

・既習の学習内容との違いは，除数が小数であ
ることを明確に捉えさせる。

・「除数及び被除数に同じ数をかけても商は変わ
らない」という性質を生かして，計算の仕方
を考えられるようにする。

・除数を整数にすることで求めやすくなること
に気付かせる。

単元を通して重視
する数学的活動

○機械的に計算するのではなく，倍をするとどうなるかをイメージすること

○式の数の意味を一つ一つ理解し，何を求めているか説明すること

数
の
種
類
を
拡
張
し
，
そ
の
関
係
に
着
目
し
な
が
ら

計
算
の
過
程
を
考
え
表
現
す
る
活
動

単元を通して
身に付けさせ
たい力

学習指導要領における領域・内容

［第３学年］Ｄ数量関係（１）

［第５学年］Ａ数と計算（３）

アイウ

第５学年「小数のわり算」（１２時間扱い）

二
節

３
時
間

・数直線図や言葉を使って，除数と商の大きさ
の関係を説明させる。
・図や言葉を使ってあまりの数の吟味をさせる
ことで，あまりの処理の仕方を考えさせる。

三
節

３
時
間
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２ｍ…９６円
式 ９６÷２＝４８（円）
３ｍ…９６円
式 ９６÷３＝３２（円）

１.６ｍ…９６円だったら？
式 ９６÷１.６

整数÷整数はできる
小数÷整数もできる

言葉の式
数直線図

Ⅱ【実態に応じた見通しのもたせ方】

課題提示後，すぐに個人思考をさせるか，見通しをもたせるか，
児童の実態に応じて判断する。
日頃から考えることが苦手な児童が多い場合には，以下の２点

を学級全体で確認し，既習事項を想起させるようにする。
① 整数÷整数だと計算できた（３・４年生の学習）
② どうすれば，整数÷整数の形に直せたか（４年生の学習）
考えることが得意な児童が多い場合には，課題提示後すぐに個

人思考させる。その場合は，集団解決の場面において既習事項を
想起させ，活用の仕方を確認する。

主体的な学び

整数÷小数の計算の仕方を理解することができる。本時の目標

＜本時の指導のポイント＞
具体的な場面と式を関連付け，計算の仕方を考える意欲を高めるようにする。また，商の意味を考える中

で，除法に成り立つ性質を想起させ，被除数と除数を共に１０倍にすれば求めやすいことに気付かせる。

Ⅲ【集団解決で学びを深める】

機械的に計算の仕方を獲得させるのではなく，それぞれの数が何を表し
ているかを考えさせ，計算の意味を理解できるようにする。
９６０÷１６の解である６０が１ｍの代金になることを，児童全員に理

解させるために，言葉で説明をしたり，数直線図を使ったり，テープ図を
使ったりするなど，児童同士が言葉をつなぎながら話し合いが進むように
する。
「○○さんの言いたいことは？」「○○さんが言おうとしていること

は？」「本当に１ｍの代金になるの？」などと問い返すことで，友達の考
えに対する自分の考えを促す。

＜日常的な指導のポイント＞
既習事項を活用することが，問題解決のきっかけになることを児童
に意識させる。そのために，ノートを見返し，今までの学習を振り返
る習慣を身に付けさせる。ノートの活用については，最初は教師から
声かけするが，次第に児童自ら振り返ることができるようにする。

Ⅰ【課題意識を高める】

４年生までの学習を想起
させることで，今までは整
数÷整数，小数÷整数の学
習であったことを確認す
る。
そして，本時はわる数が

整数ではなく，小数である
ことに気付かせ，課題を明
確に捉えさせる。

リボンの１ｍのねだんは何円？

÷10
0 □ 96 960

0 1 1.6 16
÷10

✕10
(円)

✕10
(ｍ) わる数を１０倍などして整数にする

９６÷１.６＝６０ ９６÷１.６＝６０
↓✕10 ✕10 ↓✕10↓✕10

９６÷１６＝６ ９６０÷１６＝６０

おかしい ６０円
０.１ｍ６円じゃない？

《練習問題》
リボンを２.４ｍ買ったら，

代金は３６０円でした。この
リボン１ｍのねだんは何円で
しょうか。

式 ３６０÷２.４＝１５０
↑

３６００÷２４＝１５０

答え １５０円

わる数が小数のときの計算の仕方を
考えよう

Ⅳ【答えの妥当性の吟味】
出た答えが何ｍの代金かを確認
する。特に，９６÷１６の答えであ
る６円が１ｍの代金である場合の
結果を振り返らせ，答えを吟味する
必要性を意識付ける。
また，数直線図については別紙に
かいておき，答えの妥当性について
視覚的に確認させる場面で活用す
る。

１.６ｍ
代金

＜日常的な指導のポイント＞
問題に立ち返って式の意味を考
えたり，出てきた答えを問題場面
に当てはめたりする振り返りを意
識して行うようにする。

１６ｍ
代金

１ｍ６円？ １ｍ代金

１ｍの代金

主体的な学び 主体的な学び 対話的な学び

＜日常的な指導のポイント＞
特に「数と計算」領域では，
今までの学習との違いを意
識させて確認することで，単
元全体や本時の課題を明確
に捉えられるようにする。

＜日常的な指導のポイント＞
集団解決達の場面では，「どのように考えたのか」，「何を伝えたいのか」
という視点で友達の説明を聞くように意識させる。説明を聞いた児童から
「分からない」という反応があれば，全体に「分かってもらうにはどうす
ればよいか」と問いかけ，言葉を付け足したり，図を使って説明したりす
るなど，工夫して伝えようとする意識を高める。

深い学び
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課題の見られた問題の出題の趣旨及び概要

中６・数学的に表現したことを事象に即して解釈すること

・数学的な結果を事象に即して解釈すること

・問題解決の方法を数学的に説明すること

(1)冷蔵庫Ａの使用年数と総費用の関係を表すグラフについて，

点Ｐの y座標と点Ｑの y座標の差が表すものを選ぶ。

(2)冷蔵庫Ｂと冷蔵庫Ｃについて，式やグラフを用いて，２つの

総費用が等しくなる使用年数を求める方法を説明する。

旭川の子どもたちは，ここでつまずいた！

① 「２点のｙ座標の差」がグラフ上でどこを表しているかが理解できていない。また，数学的に表現

したその差の意味について，具体的な事象に即して解釈できていない。

② 連立方程式の解やグラフの交点が，事象とどのように関連しているかを解釈できていない。

③ 総費用が等しくなる使用年数を求める方法について，表，式，グラフなどの「用いるもの」とその

「用い方」の両方を指摘し，的確に説明できていない。

〈不足している力〉

・理想化，単純化された日常事象の関係を数学の問題として捉えること（中１・中２）

・事象の中にある二つの数量の関係を一次関数とみなして処理し，導かれた結果を事象に即して判断し

的確に説明すること（中１・中２）

○伴って変わる２つの数量及びその関係に着目し，表，式，グラフを用いて

考察し表現すること

○一次関数についての理解を深め，それを活用し，問題解決すること

＜主な学習内容＞ 〔指導のポイント〕

・一次関数の式

・一次関数の変化の割合

・一次関数のグラフ

・２つの数量の関係に着目して関数関係を捉えさせな
がら，一次関数の意味について理解させる。

・式から表やグラフをかかせる。
・与えられた条件から，式を求めさせる。

・二元一次方程式

のグラフ

・連立方程式とグラフ

表
、
式
、
グ
ラ
フ
の
よ
さ
を
感
じ
、
目
的
に
応
じ
て
使
い

分
け
た
り
、
関
連
付
け
た
り
し
て
問
題
を
解
決
す
る
活
動

単元を通して重視
する数学的活動

単元を通して
身に付けさせ
たい力

学習指導要領における領域・内容

［第２学年］Ｃ 関数（１）イ

・一次関数の活用（本時）

・二元一次方程式を，関数を表す式として実感させる。
・二元一次方程式のグラフは，yについて解いた一次関
数のグラフと一致することを理解させる。

・連立方程式の解が，それぞれの方程式のグラフの交点
の座標と一致することを理解させる。

・日常の事象や社会の事象から「何を明らかにするか」
という目的意識をもたせる。

・事象を理想化したり単純化したりして，関係を一次関
数とみなし，そのことを根拠として変化や対応の様子
を考察したり予測したりする活動を取り入れる。

・結果を検証し，事象に即して判断・修正させ，生活に
生かす体験を積ませ，数学のよさを感得させる。

・表，式，グラフのよさを生かし，適切に選択させる。

二
節

３
時
間

三
節

４
時
間

第２学年「一次関数」（１５時間扱い）

一
節

８
時
間
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＜本時の指導のポイント＞
具体的事象を数理化して解決するとともに，日常場面に生かして

考える力を身に付ける題材である。事象を一次関数とみなして考え
ることが重要であるとともに，解決過程を振り返ることで，表・式・
グラフそれぞれのよさを再認識させることを大切にしたい。

・冷蔵庫の使用年数と総費用の関係を表した２つのグラフの交点の座標や連立方程式の解を
もとに，どちらの冷蔵庫が安いかを考えることができる。本時の目標

Ⅱ【個人思考で課題を捉える】
手の止まっている生徒が多いと

きには，一度，集団思考に戻し，
具体的な計算方法を交流し，個人
思考に戻す。

Ⅵ【練習問題で学びを深める】

①条件を追加して考える
・〇年後まで電気代がかからな
い冷蔵庫Cがあったら？

②変数の制御を１つ解除する
・保証期間が○年だったら？
・○年後電気代が２倍なら？
③新たな練習問題に取り組む
教科書の問題や全国学力・学

習状況調査の問題に取り組む。

Ⅲ【課題解決の見通しをもつ】

課題提示後，「使用年数と総費
用にはどのような関係があるだ
ろう？」と発問し，表を用いて
二つの数量が一次関数の関係で
あることを確認する。
「他によい方法はないかな？」
と問うとグラフや式という発言
が出る。
まず冷蔵庫Ｂのみ書かれてい
るグラフを提示し，グラフを読
み取る活動を取り入れながら，
本時の目標達成に迫っていく。

Ⅰ【課題意識を高める】

冷蔵庫の収容量，電気代，メー
カー，性能など，冷蔵庫に関する
色々な情報を確認し，日常の事象
であることを実感させ，問題を提
示する。
「どちらの冷蔵庫がお得かな？」と
問いかけ，少し時間をとる。
「使用年数によって変わる」こ
とに気付かせ，表でいくつか費用
を調べて比較し，「逆転」すること
を実感させ，「何年後だろう？」と
いう課題意識を高める。

主体的な学び 主体的な学び

主体的な学び
主体的な学び

＜日常的な指導のポイント＞
生徒全員が問題を把握できるよ
う数量や用語の意味を問い返しな
がら提示する。

Ⅴ【課題解決を振り返り，

学びを整理する・深める】

本時の授業（課題）を振
り返り，「総費用が等しくな
る時の使用年数の求め方を
整理しよう」と問いかけ,学
んだことをまとめていく。
この時､用いるものは表，
式，グラフのどれなのか，
それをどのように用いて使
用年数を求めるのかを明確
にさせながら，自分の言葉
で振り返りをさせていく。
また，発表する場面を設
け，ポイントを整理しなが
ら学びを深めていく。

深い学び

対話的な学び 深い学び
＜日常的な指導のポイント＞
集団でのやりとりを通して，課
題を解決するための見通しをも
たせる。

対話的な学び

＜日常的な指導のポイント＞
個人思考を主体的に進めさせる

ためには，机間指導を通して全体
の進行状況を正確に把握し，一度
集団解決に戻したり，つぶやきを
入れたりするなど，具体的な手立
てを講じる。

Ⅳ【課題解決過程で学びを深める】

次の３つのポイントを重点に，
課題解決に取り組んでいく。
①既にかかれているグラフを参考に
して，もう一つのグラフをかく。

②二つのグラフをもとに健太さんに
アドバイスを行う。

③式で考えられる人は式でも取り組
むことを促す。

対話的な学び 深い学び

＜日常的な指導のポイント＞
課題解決に向けてのポイントをも
とに，個人思考と集団解決の場面を
往来して全体理解を図っていく。

＜日常的な指導のポイント＞
よりよい表現の仕方を学び，深め
るためには，まとめた考えを隣同士
で交流させることも有効である。

＜日常的な指導のポイント＞
単元を通して，重点的に育成を目
指している資質・能力は何かを踏ま
えて練習問題を選択し取り組む。
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課題の見られた問題の出題の趣旨及び概要

中７（３） 結論が成り立つ前の前提を考え，新たな事柄を見い

だし，説明することができる。

四角形ＡＢＣＤがどのような四角形であれば，ＡＦ＝ＣＥに

なるかを説明する。

旭川の子どもたちは，ここでつまずいた！

① 台形，平行四辺形，ひし形などの四角形の定義や性質を理解していない。

② 結論が成り立つための前提を考え，新たな事柄を見いだし，説明することができない。

③ 題意に従って四角形をイメージすることができていない。また，どのように記述したらよいのか，

答え方がわからない。

〈不足している力〉

・特別な四角形の定義や性質を確実に理解すること（中２）

・図形の性質の証明を読んで新たな性質を見いだすこと（中２）

一
節

８
時
間

＜主な学習内容＞ 〔指導のポイント〕

・定義の意味
・底角が等しいことの証明
・定理の意味
・二等辺三角形の性質
・二等辺三角形になるための
条件
・逆の意味
・正三角形の定義，性質
・直角三角形に関する用語の
意味
・直角三角形の合同条件

・定義や定理，角の名称など，新しく学ぶ基本的

な用語について繰り返し確認する。

・逆の意味及び逆は必ずしも成り立つものでは

ないということを反例をあげて確認する。

・図を与えられるばかりでなく，自分で図をかく

ことで意欲を喚起し，率直な疑問を課題とし

て提示できるよう問題を工夫する。

・三角形，直角三角形の合同条件を用いた証明

は，証明することの必要性を引き出すことで，

形式的な指導にならないようにする。

・平行四辺形の定義，性質
・平行四辺形の性質を使った
証明
・平行四辺形になるための条
件，条件を使った証明
・平行四辺形とひし形，長方
形，正方形の関係（本時）
・平行な２直線の間の距離
・平行線を使った等積変形

第２学年「三角形と四角形」（１８時間扱い）

図
や
言
葉
を
用
い
て
根
拠
な
ど
を
適
切
に
表
現
し
た
り
，

論
理
的
に
説
明
し
合
っ
た
り
す
る
活
動

単元を通して重視
する数学的活動

○三角形や四角形などの定義や性質を通して，証明の必要性を見いだし，図を基に論理

的に確かめたり，証明したりすること

○証明を読み，新たな性質を見いだし，それを表現すること

単元を通して
身に付けさせ
たい力

学習指導要領における領域・内容

［第２学年］Ｂ 図形（２）ウ

二
節

１
０
時
間

・平行四辺形の定義，定理について，既習用語を
繰り返し使いながら，定着を図る。

・特別な四角形の名称や定義，性質などについ
て，伝える活動を通して定着させる。

・証明の必要性を見いだすことができるように
問題提示を工夫する。

・平行線を使った等積変形の図について，面積が
等しい理由を説明するなど，知識の教え込みに
ならないよう工夫する。
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Ⅱ【生徒の意見から課題を設定する】

問題Ⅱを提示し，四角形ＡＢ
ＣＤが正方形ではないときも同
じことが成り立つかを問う。
成り立たないという意見が多
くなるが，「正方形以外では，絶
対にないだろうか？」と問いか
け，少し時間をとる。「等しくな
ることがありそうだ」という意
見を導き，それを全体化して課
題を設定する。

主体的な学び

Ⅳ【課題解決は個人思考⇔集団解決で学びを深める】

課題解決の場面では，個人思考でかいた図について，
四角形がどのような図形になるか説明することが大切で
ある。
まず，四角形ＡＢＣＤがひし形の場合の考えを取り上
げ，学級全体でひし形の性質などを振り返りながら，成
り立つことを確認する。
その後，再度時間をとり，ひし形以外の場合について
も考えさせる。指名して黒板に図をかかせ，どのような
四角形かを学級全体で練り合い，条件を確認する。

対話的な学び

Ⅰ【証明する必要性を高める】

正方形のプリントを配付
し，生徒にＡＣ上の任意の点
をとらせ，長さが等しい辺を
直観的に考えさせる。
任意の点であるため，長さ

が等しくなるかどうか，学級
全体で考えさせ，証明するこ
との必要性を押さえてから，
証明していく。

Ⅲ【個人思考で自分の考えを表す】

個人思考の場面では，イメ
ージしている図をかくことが
求められる。思考が停滞して
いる場合，まずＢＥとＤＥが
等しくなりそうな四角形をか
いてみるように促す。その四
角形について，どのようなこ
とがわかるのかを示すよう，
全体へ投げかける。

主体的な学び

結論が成り立つための前提を考え，新たな事柄を見いだし，説明

することができる。本時の目標

＜日常的な指導のポイント＞
図を与えるばかりでなく，自分
で点をとったり，作図したりする
ことで意欲を喚起する。

＜日常的な指導のポイント＞
生徒の意見や考えから課題を
設定する。

＜日常的な指導のポイント＞
思考が停滞している場合，指導
を促す発言を全体に対して行う。

主体的な学び

Ⅴ【練習問題で学習内容を確実に身に付ける】
練習問題では，三角形について，同じよ
うな事柄が成り立つ場合を考える問題を
提示する。証明することが目的ではなく，
どのような場合にその事柄が成り立つの
かを，図をかいてイメージしながら説明す
る活動を取り入れる。
学級全体で答えを確認するだけでなく，
小グループで考えを交流するなど，他者に
説明する活動を取り入れてもよい。

主体的な学び

＜日常的な指導のポイント＞
個人思考と集団解決の場面をはっきり分けず，個人思
考中も生徒の様子に応じて全体で話し合うなど，状況を
見ながら学級全体で解決につなげるように働きかける。

＜日常的な指導のポイント＞
授業の終末において，振り返りの場面を
設定し，自分の考えを説明し伝え合うこと
よって表現力を養う。

対話的な学び

対話的な学び

＜本時の指導のポイント＞

本時は，平行四辺形及び特別な四角形の定義や性質を学習した上で行う。ある事柄が特別な四角形で成り立つと

き，一般的な四角形でも成り立つかどうかを確かめ，その条件を考える授業である。生徒が主体的に条件に合う図を

イメージしてかき，その図について説明できるようにする。証明することが目的とならないように注意する。
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Ｐ

課題の見られた問題の出題の趣旨及び概要

中８（３） 問題解決をするためにどのような代表値を用いるべ

きかを判断することができる。

図書だよりの下書きに書かれているわかったことの根拠とな

る値として適切なものを選ぶ。

旭川の子どもたちは，ここでつまずいた！

① 平均値，中央値，最頻値，最大値，最小値の意味を理解していない。

② 平均値以外の代表値から読み取ることのできる資料の傾向を理解してない。

〈不足している力〉

・中央値，最頻値の意味を理解すること（中１）

・平均値以外の代表値を用いて，資料の傾向を説明すること（中１）

一
節

６
時
間

＜主な学習内容＞ 〔指導のポイント〕

・度数の分布・散らばり

・度数分布表・ヒストグラム

・相対度数 ・代表値

・平均値

・中央値と最頻値

・平均値の求め方を確認するとともに，平均の意味
についても振り返る。（学び直し）

・表やグラフを用いて資料を整理することのよさを
実感させる。

・資料に外れ値があるとき，その影響を受けやすい
ことを理解させる。

・「○○値」という用語の意味や種類を混同しない
よう，代表値とそれ以外を意識して指導する。

・資料の活用

☆（本時）

第１学年「資料の整理と活用」（１１時間扱い）

資
料
の
傾
向
を
読
み
取
っ
た
り
，
説
明
し
た
り
す
る
活
動

単元を通して重視
する数学的活動

○資料の分布に着目し，その傾向を読み取り，考察して判断すること

○資料を整理し，処理するための統計的な手法について理解するとともに，

代表値を適切に用いること

単元を通して
身に付けさせ
たい力

学習指導要領における領域・内容

［第１学年］D 資料の活用（１）

・近似値と有効数字

・身の回りの事柄を取り上げ，生徒の学習意欲を高
める。

・生徒にアンケートを実施したり，インターネット
上の情報を有効に活用したりする。

三
節

３
時
間

・近似値と，真の値との意味の違いを意識させる。
・累乗を用いた表し方のよさを確認する。
（有効数字の０と，位取りの０を区別することが
できる等）

二
節

２
時
間
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Ⅲ【課題解決の見通しをもつ】

問題提示後，
①賛成意見
②反対意見
の順に生徒の考えを取り上げる。
生徒の考えをもとに平均値以外

の代表値を求める必要性を生み出
し，課題意識を高める。
課題提示後，最頻値と中央値を

求めるという解決への見通しをも
たせるようにする。

主体的な学び

Ⅴ【集団解決で学びを深める】

最頻値と中央値を求めて終わるのではなく，資料の代表
値として平均値が適切ではない場合について，生徒に考え
させる。
グラフから，正規分布ではないと判断される場合や外れ
値がある場合などについては平均値が資料の代表値として
適切ではないことを確認する。また，平均の意味を振り返
りながら，平均値についても改めて考えさせる。

対話的な学び

深い学び

＜本時の指導のポイント＞
家庭学習時間とは何か（例えば，定期テスト前の５日間の家での学習時間の総和）を明らかにして事前

に資料を準備しておく。問題提示後，生徒の考えをもとに課題を設定する。正しいかどうかを判断する根
拠をヒストグラムの形や，平均値以外の代表値を求めることによって説明できるようにする。また，課題・
問題解決後に練習問題に取り組ませ，適切な代表値について判断できるようにする。

＜日常的な指導のポイント＞
終末の場面において，導き出され
た結果が，適切であるかどうか常に
思考・判断させる習慣を身に付けさ
せる。

Ⅰ【課題意識を高める】

実際にテスト前の家庭学習時
間のアンケートを行い，現実の
資料を提示する。導入問題は
「太郎くんの家庭学習時間は長
い方なのか短い方なのか」を判
断する決定問題とし，生徒全員
が答えられるようにする。
平均値は問題に含め，煩雑な

計算を生徒が行わなくても済む
ように配慮する。

Ⅳ【練習問題で確実に身に付ける】

教科書の練習問題に取り
組ませる。
生徒は，資料の代表値を

考える際，平均値を代表値
とする傾向があるので，練
習問題でも，最頻値や中央
値が代表値としてふさわし
い資料を扱うようにする。

主体的な学び

資料の傾向について読み取り，どのような代表値を用いるべきか

判断することができる。
本時の目標

＜日常的な指導のポイント＞
気付いたことや考えたことを
率直に発言できるような雰囲気
づくりを行う。

＜日常的な指導のポイント＞
教師が一方的に課題を提示するの

ではなく，生徒の考えをもとに課題
設定を行うようにする。

＜日常的な指導のポイント＞
本時の学びを生かし，自信

をもって考えを説明し合う活
動を取り入れる。

主体的な学び

対話的な学びⅡ【個人思考でよりよく考える】

最頻値や中央値を求めることができな

い生徒がいる場合は，教科書やノートを見

直すように指示を出し，それぞれの意味を

振り返らせて板書する。また，それぞれを

求める計算式についても記録させる。

主体的な学び

【予想】○ １０人 ×１５人

＜日常的な指導のポイント＞
個人思考に行き詰まっている生徒がいる場合は，個人思考の
途中でも集団解決に切り替え，早い段階で，他の生徒の考えや
計算結果を紹介するなどして，再度，個人思考を促すようにす
る。（個人思考と集団解決の段階を何度か切り替えながら展開
していく。）
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課題の見られた問題の出題の趣旨及び概要

中９（２） 目的に応じて式を変形したり，その意味を読み取っ

たりして，事柄が成り立つ理由を説明することがで

きる。

連続する５つの奇数の和が中央の奇数の５倍になることの説

明を完成する。

旭川の子どもたちは，ここでつまずいた！

① 目的に応じて式を変形し，その意味を読みとることができない。

② 事柄が成り立つ理由を，根拠を明確にして説明することができない。

〈不足している力〉

・文字を用いた式で数量及び数量の関係を捉え説明できることを理解し，文字を用いて式に表現したり，

式の意味を読みとったりすること（中２）

・文字を用いて数量の関係や法則などを考察すること（中２）

学習指導要領における領域・内容

［第２学年］A 数と式（１）イウ

一
節

８
時
間

＜主な学習内容＞ 〔指導のポイント〕

・単項式と多項式の乗法，除法

・多項式の乗法

・乗法の公式

・問題解決過程や結果を振り返り，式の展開を能率
的に行う方法を見いださせる。
・式の展開をするとき，その式の形を捉え，適切な
計算の仕方や手順を考えさせる。
・いろいろな式の展開を正確かつ能率的に行うこと
ができるようにする。

・因数分解

・因数分解の公式

・素因数分解

第３学年「式の計算」（１８時間扱い）

問
題
解
決
の
過
程
や
結
果
を
振
り
返
り
、
新
た
な
計
算
方
法
や
数
量
、

図
形
の
性
質
を
数
学
的
な
表
現
を
用
い
て
説
明
し
伝
え
合
う
活
動

単元を通して重視
する数学的活動

○式の展開や因数分解を活用して，目的に応じて式を変形すること

○式の展開や因数分解を活用して，数や図形の性質などを証明すること

単元を通して
身に付けさせ
たい力

・式の活用（本時１／３）

二
節

７
時
間

・乗法の公式をもとに，因数分解の手順を考えさせ，
見いださせる。
・式の形をとらえ，適切な因数分解の方法や手順を
考えることができるようにする。
・因数分解の公式を使って，正確かつ能率的に因数
分解をすることができるようにする。

三
節

３
時
間

・数や図形の性質を帰納や類推によって予想し，そ
れを演繹的な方法で証明することができるよう
にする。

・乗法の公式や因数分解の公式を活用して，目的に
応じて式を変形することができるようにする。

・問題解決過程や結果を振り返り，数や図形の新た
な性質を考察し証明することができるようにす
る。
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Ⅲ【個人思考と集団解決の場面を意図的

に設定する】

課題提示後，机間指導で一人
一人の状況を把握し，個人思考
の途中に適宜①～③について全
体で交流し，確認していく。
①文字で表すものは何か。
②連続する２つの偶数をどのよ
うに表すのか。

③計算結果は何を示せばよいの
か。
（目的を持って式変形を促す）

Ⅳ【結果を振り返り学びを深める】

奇数の２乗になることを説明したが，同時に連
続する偶数の間の数の２乗になることを発見させ
たい。「２ｎ＋１は奇数以外に何を表しているだろ
う」と問い，計算した結果を振り返り，式の意味
を読み取らせる。隣同士で式の意味について話し
合わせてもよい。

深い学び

＜本時の指導のポイント＞
新学習指導要領では，数学的活動として３つの活動が取り上げられている。その１つに「数学の事象か
ら問題を見いだし，数学的な推論などによって問題を解決し，解決の過程や結果を振り返って統合的・発
展的に考察すること」がある。本時は，数学の事象から生徒自らが帰納により見いだした予想を課題とし
て取り上げ，文字式を用いて演繹的に導く。さらに，命題の条件を一部変えても同じ事が成り立つのでは
ないかという類推の考えを基に，生徒が発見した新たな性質を証明していく。２つの問題の解決を通して，
数の性質について統合的・発展的に考察し，深い学びにつなげていく。文字式で説明することに苦手意識
をもつ生徒は多いので，課題解決の前に解決に向けた見通しをもたせることや個人思考の最中に集団で考
える場面を設定することが重要である。疑問や問いをもたせ，意欲的に追求する態度を大切にしたい。

＜日常的な指導のポイント＞
結果を振り返り，式の意味を読み取ることで，新
たな発見につなげ，文字式のよさを体験させる。

Ⅰ【課題意識を高める】

本時の問題は，「連続する偶
数の積に１を加えるとどのよう
なことがいえるか」である。
口頭で問題を提示し，いくつ

かの具体的な数で考えさせ，予
想させる。（奇数，２乗した数
の順に指名する）
「２乗した数は奇数を２乗し

た数」など様々な予想が考えら
れる。
自分たちの予想が正しいの

か，なぜそうなるのかなど課題
意識を高める。

Ⅴ【発展的な問題で学びを深める】

練習問題とするのではなく
生徒に命題の一部を変え，新
たな性質を発見させる。
類推したことが本当に成り
立つのか，追求する姿勢を引
き出す。このような活動によ
って，他の数ではどうか，ど
んな数だと成り立つのかとい
う発展的に考える生徒を増や
すことができる。ここで，隣
同士で説明し合う活動を取り
入れることも考えられる。

数の性質が成り立つことを文字を用いた式で説明することができる。本時の目標

＜日常的な指導のポイント＞
日頃から気軽に予想し，率直に
発言できる雰囲気をつくる。

＜日常的な指導のポイント＞
個人思考の時間は長くても３分程
度とする。個人で思考が止まってい
るときは，集団で考え，確認していく
ことで思考を促す。

＜日常的な指導のポイント＞
発展的な問題を取り入れ，主
体的で深い学びにつなげていく。

主体的な学び 深い学び

Ⅱ【課題解決の見通しをもつ】
「予想したことを説明するにはどうするか」と
発問し，課題解決に向けて見通しをもたせる。多
くの生徒は「証明するとよい」と答えるため，「ど
のように証明するのか」と問い返し，「文字を使っ
て説明する」という意見を生徒から引き出す。文
字を使って説明する理由を全体で確認すること
で，文字を用いた式を使うことのよさや必要性の
理解を深める。

主体的な学び

＜日常的な指導のポイント＞
個人思考に行き詰まることが予想される場合は，
課題解決に向けての見通しを全体で確認する。

対話的な学び

主体的な学び
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○問題から生じる課題を明確にし，何をすべきか明らかにする

Point

○よりよく児童生徒が考えられるよう，教師の手立てを工夫する

個
人
思
考

Point

課
題
提
示

○児童生徒の多様な考えを引き出す「問題」や「問題提示」

問
題
提
示

算数・数学科「問題解決的な学習」
■新学習指導要領において，子どもたちに対し，未来を生き抜く資質・能力を
育むために「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善が求めら
れています。算数・数学科では，新しい学習指導法の導入ではなく，問題解
決的な学習を基盤とし，その質を高めることが大切であると示されています。

■問題解決的な学習の各学習過程において，留意したい事柄があります。そこ
をしっかりと理解し実践することで授業が大きく変わります。

＜課題・課題提示の工夫＞
目標を踏まえた課題を，児童生徒と共に
発見する。

※課題設定のポイント

■問いを生む教師の発問

■児童生徒の言葉を生かした設定

＜課題の要件＞
・本時のねらいに結びついている
・児童生徒にとって解決する必要感を感じることが
できる

※課題の類型
■児童生徒の疑問をそのままの形で設定
■一般化できるかどうかを問う形で設定
■正しい方法を問うことで設定
■多様な考えの共通性，効率性を問う形で設定

Point

＜問題提示の工夫＞

興味・関心を高めるよう工夫する。

※工夫例

■問題文を板書して，式や図を貼る

■式や図を先に板書する

■プリントにして配付する

■実物投影機等で提示する

■模造紙や小黒板で提示する など

＜問題の工夫＞

複雑ではなく，シンプルに与える。

※決定問題の形で与える工夫

■【求答型】…「～はいくつか」など

■【選択型】…「～はどれか」など

■【正誤型】…「～は正しいか」など

■【発見型】…「～はどんなことがい

えるか」など

＜机間指導の目的＞
※個人思考の段階における教師の机間指導の３つの
目的

■つまずきの様子を把握→つまずきが共通の場合は
一斉に戻って全体指導

■考え方の様相を把握→指名等の流れを構築
■個別指導→思考が停滞している児童生徒が少数の
時

＜個人思考の時間＞
上記の目的との関連も考え，長くても５分程度

問題の結果や考え方について見当を付けさせる
「予想」を取り入れることで，児童生徒は目標や必要感をもって自ら考え始め

関心・意欲が高まります。

＜教師の働きかけの工夫＞
「教師対個人」
■個人の考えを引き出す発問
■個人の学習状況の適切な把握
「教師対全体」
■思考を止め，全体への働きかけ
■教師のつぶやき等による考えの共有
「個人対個人」
■周りの人と相談させるなど，児童生徒
同士の関わり

１単位時間における主な学習過程の流れを示し

ておりますが，例えば，課題提示は必ず問題提示

後に行うということではありません。あくまでも

基本形として考えてください。

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwj6qPucxZLPAhVINpQKHX3mByYQjRwIBw&url=http://free-illustrations.gatag.net/tag/%E9%BB%92%E6%9D%BF&psig=AFQjCNFxuEYabyP9Qd3tNZNXBiOCF4Hl2A&ust=1474069030646964
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○児童生徒の多様な見方や考え方をまとめる話合い活動

※数学的な表現（言葉や数，式，図，表，グラフなど）を適切に用いて，考えを分かりや
すく表現できるようにするため，お互いの考えを共有して，理解を深めさせることが大
切です。

○児童生徒に「できた」「分かった」を実感させるまとめと練習問題

ま
と
め
・
練
習
問
題

＜練習問題の工夫＞

個人で必ず問題解決できるとは限らないため，定着を図

る時間をしっかり確保することが大切である。

■本時の目標を踏まえる

「考え方」を身に付ける授業では，考え方を見取る練習

問題を与える

■本時の問題を踏まえる

導入問題の数値や場面を少し変え，児童生徒が本時の学

習を振り返って解決できる問題を一問は設定する。

＜日常的な宿題の取組＞

■日常的な宿題の取組によって，学習内容の定着度を高

め，家庭学習の習慣化にもつなげる（１５分程度）

＜まとめの工夫＞

問題解決的な学習は教科書を使

用しない授業ではない。教科書

は，適切な言葉で簡潔にまとめら

れている。授業のまとめは，教科

書を有効に活用する。

※まとめの板書計画を予め立てて

おく

■授業中の児童生徒の言葉を意図

的に使用

■復習に活用できるまとめの工夫

集
団
解
決

Point

Point

＜児童生徒の考えの取り上げ方の工夫＞

■授業のねらいに迫るように考えを取り上

げ，結び付け，深める
■導入問題や課題によって，順位性を考えて
一つずつ取り上げたり，指名して取り上げ
たりするなど，解決に向けての取り上げ方
を考慮する

■時間的なことや黒板のスペース，児童生徒
の集中力等を考慮する

■残り時間との兼ね合いから，取り上げる数
や説明させる数を考慮する

＜教師の働きかけの工夫＞

「教師対個人」
■学級全体が安心して考え，発表できるよ
う，個人の考えを認め，励ます

「教師対全体」
■学級全体の思考をまとめ，解決に向かう
ための発問や問い返し

「個人対全体」
■児童生徒が学級全体に向けて説明する
際の，学級全体で思考を練り合わせる
ための発問や指示

「まとめ」は児童生徒の考えや発言を生かしつつ，
課題に正対したまとめをしましょう。教師の一方的なまとめは，児童生徒の

学習意欲を低下させることにもつながります。

本市の算数・数学の授業は，旭川市教育研究会算数数学科研究部を母体

として，問題解決的な学習を基盤に研究が進められています。そのような

中において，問題解決的な学習は，「準備が大変」「実施が難しい」などの

思いをもっている先生方もおられるかもしれません。

そこで，授業力向上プロジェクト算数・数学チームでは，問題解決的な

学習は難しいものではなく，大切なポイントさえ押さえられれば，全ての

先生方が指導できる，そういった改善策を作りたいと考えました。

２ページからの「課題の改善策」は授業のポイントを端的に分かりやす

く示した板書型指導案形式としました。また，次ページから小・中９年間

の系統的な指導及び教科等横断的に「問題解決能力」を育成する指導のポ

イント，さらには，授業や家庭学習で活用できる学習プリントを別冊に掲

載しています。先生方にとって，児童生徒の資質・能力を育成するための

一助になれば幸いです。
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１ この一覧表は，算数・数学における小・中９年間の指導内容と指導のポイントを

ひと目で見ることができます。

２ この一覧表は，単元の指導前，指導中，指導後それぞれに見ることが有効です。

＜指導前＞

・現在教えようとしている単元における指導のポイントを見ることができる。

・現在教えようとしている単元の前後のつながりを見ることができる。

（以前，どこで，何を学び，どこにつながっていくのか）

＜指導中＞

・児童生徒のつまずきが見えた時点において，「学び直し」の段階とそのポイ

ントを知ることができる。

＜指導後＞

・指導を終えた単元の「振り返り」を行い，次の学年への改善策を考えること

ができる。

３ ４領域における小・中９年間を通して意識する指導のポイント

＜数と計算 数と式＞

・数や文字の表し方，仕組み，計算の仕方など，既習事項を基にした指導

＜図形＞

・身の回りにあるもの，具体物やコンパス，定規などの操作活動

＜測定・変化と関係 関数＞

・比較活動，数直線図，表，式，グラフなどの活用

＜データの活用＞

・問題→計画→データ→分析→結論のプロセスを意識すること



－
２
１
－

Ａ
　
数
と
計
算
　　
数
と
式

Ｂ
　
図
　
形

Ｃ
　
測
定
／
変
化
と
関
係
　
関
　
数

Ｄ
　
デ
ー
タ
の
活
用

小学校　第１学年 小学校　第２・３学年 小学校　第４・５学年 小学校　第６学年 中学校　第１学年 中学校　第２学年 中学校　第３学年

★主な指導内容
・数の構成と表し方
・加法，減法

★指導のポイント
・具体物を用いた操作活動を設定す
 る。（ブロック，数え棒）
・ものの数に着目し，具体物や図な
 どを用いて表現させる。
・算数･数学を学ぶ基礎を作るという
 ことを意識し，指導する。

★主な指導内容
・十進位取り記数法
・１／２，１／３などの分数
・乗法九九 ・四則計算
・小数の計算

★指導のポイント
・身の回りの数や数量の関係への
 関心を高める工夫をする。
・数量の関係に着目し，四則計算
 の方法や性質を考えさせる。

★主な指導内容
・億，兆の単位
・概数と四捨五入
・整数，小数の記数法
・分数の加法，減法

★指導のポイント
・３年生までの既習事項を生かす。
・目的に合った表現方法を用いる。
・数の仕組みや構成する単位に着
 目させる。

★主な指導内容
・分数の乗法，除法
・文字を用いた式

★指導のポイント
・分数の乗法，除法について，整数
 と同じ法則が成り立つことを生か
 す。
・数学的に表現・処理したことを振
 り返り，そのよさを活用する場面
 を設定する。

★主な指導内容
・正の数，負の数の四則計算
 （素因数分解）
・文字を用いた式
・一元一次方程式

★指導のポイント
・既習事項（小学校）を生かす。
・数を代入する作業を取り入れ，文
 字に対する抵抗感を和らげる。
・文字を用いることのよさを実感さ

★主な指導内容
・文字を用いた式の四則計算
・連立方程式

★指導のポイント
・一元一次方程式の解き方に帰着
 させ，関連付けて指導する。
・式を目的に応じて見通しをもち，
 的確に用いることができるよう
 に指導する。

★主な指導内容
・平方根（誤差・近似値）
・展開と因数分解
・二次方程式

★指導のポイント
・正方形の面積を活用するなど，
 有理数で表すことができない数
 が実在することを通して，平方
 根の理解を深めさせる。

★主な指導内容
・形とその特徴の捉え方
・形の構成と分解
・方向やものの位置

★指導のポイント
・仲間分け，形遊び，箱積みなど
 を通して，ものの形を認め，形
 の特徴を捉える経験を重ねる。
 （さんかく，しかく，まる，
  箱の形，ボールの形など）

９年間がひと目で分かる　算数・数学　指導のポイント２０１９年度版 旭川市教育委員会
授業力向上プロジェクト

★主な指導内容
・三角形，四角形
・正方形，長方形，直角三角形
・二等辺三角形，正三角形
・角，円，球

★指導のポイント
・辺の長さ，数，直角に着目し
 て図形の名前を理解させる。
・身の回りにあるものや具体物，
 操作活動を通して指導する。

★主な指導内容
・合同（ぴったり重なる）
・平行四辺形，ひし形，台形
・立方体，直方体（見取図，展開図）
・面積，角の大きさ
 小４（㎠，㎡）小５（㎢，㎤，㎥）

★指導のポイント
・図形を構成する要素などに着目
 し，具体的な操作活動を通して
 面積の求め方を指導する。

★主な指導内容
・縮図，拡大図
・対称な図形
・円の面積
・角柱，円柱の体積

★指導のポイント
・図形を構成する要素などに着目
 し，具体的な操作活動を通して
 体積の求め方を指導する。
 （面を重ねると立体になるなど）

★主な指導内容
・基本的な作図
・平行移動，対称移動，回転移動
・直線や平面の位置関係
・図形の計量

★指導のポイント
・定規，コンパスの用途を理解さ
 せる。（ものさしと定規の違い）
・既習事項を振り返りながら，
 操作活動を重視して指導する。

★主な指導内容
・平行線や角の性質
・三角形の合同条件，証明（反例）
・平面図形の性質

★指導のポイント
・小５の振り返りをしながら，用
 語や図形の性質の定着を図る。
・定規，コンパスなどを用い，三
 角形の合同条件を理解させる。

★主な指導内容
・三角形の相似条件
・平行線と線分の比
・円周角
・三平方の定理

★指導のポイント
・小６の振り返りをしながら，合
 同との違いを意識させる。
・定規，コンパスを用いた指導を
 心がける。

★主な指導内容
・量の大きさの直接，間接比較
・時刻の読み方

★指導のポイント
・身の回りにあるものの特徴を量に
 着目して捉え，大きさの比べ方を
 考えさせる。
・具体物の直接比較から間接比較
 という活動を大切にする。

★主な指導内容
・長さ，かさの単位と測定
・長さ，重さの単位と測定
・時間の単位
 小２（㎜，㎝，m，ｍL，ｄL，L）

 小３（㎞，g，㎏）

★指導のポイント
・量の単位を的確に表現できるよう
 に指導する。

★主な指導内容
・表や式と折れ線グラフ
・簡単な場合の比例・速さ・割合

★指導のポイント
・二つの数量の変化の様子を表や式，
 折れ線グラフを用いて読み取るこ
 とができるように指導する。
・割合の指導については，数直線図
 を活用し，何が基準量になるのか
 を確実に理解させる。

★主な指導内容
・比例の関係
・比例の関係を用いた問題解決の方法
・反比例の関係 ・比

★指導のポイント
・日常の事象に着目し，伴って変わ
 る二つの数量を見つけ出し，表や
 式，グラフを用いて表現すること
 ができるように指導する。

★主な指導内容
・関数関係の意味
・比例，反比例
・座標の意味
・比例，反比例の表，式，グラフ

★指導のポイント
・ブラックボックスなどを活用しな
 がら関数の意味を理解させる。
・表，式，グラフの関連に着目させ

★主な指導内容
・事象と一次関数
・二元一次方程式と関数
・一次関数の表，式，グラフ

★指導のポイント
・常に表，式，グラフを関連付け
 ながら，関数の理解を深めさせる。
・時間と距離など，日常の事象をグ
 ラフで表すことによって考察しや
 すくなることを実感させる。

★主な指導内容
・事象と関数ｙ= ^2

・いろいろな事象と関数
・関数ｙ= ^2の表，式，グラフ

★指導のポイント
・表，式，グラフを関連付けながら，
 ほかの関数と比較する活動を取り
 入れる。
・曲線における変域が直線と違うこ
 とを実感させ，高校へとつなげる。

★主な指導内容
・絵や図を用いた数量の表現

★指導のポイント
・身の回りにあるものについて，個
 数に着目して絵や図などに表した
 り，その特徴を読み取ったりさせ
 る。
・具体物の操作活動や比較活動を大
 切にする。

★主な指導内容
・簡単な表やグラフ
・データの分類整理と表
・棒グラフの特徴と用い方

★指導のポイント
・身の回りにあるものについて，デ
 ータを○や□（小２），棒グラフ
 （小３）で表したり，読み取ったり
 することができるように指導する。

★主な指導内容
・二つの観点から分類する方法
・折れ線グラフ:時系列データ（小４）

・円グラフ，帯グラフ：割合（小５）
・測定値の平均

★指導のポイント
・データを分析するときに，それぞ
 れのグラフのよさが分かるように
 指導する。
（質的データ，量的データの扱い方）

★主な指導内容
・代表値（平均値，中央値，最頻値）
・度数分布を表す表
・起こりうる場合

★指導のポイント
・平均値，中央値，最頻値の意味を
 理解させるよう指導する。
・起こりうる場合について，落ちや
 重なりがないように調べる方法を

★主な指導内容
・ヒストグラムや相対度数

・多数回の観察や試行によって得られ
 る確率（累積度数）

★指導のポイント
・棒グラフとヒストグラムの違いを
 理解させ，データを表やグラフに
 整理し，分析や考察ができるよう
 に指導する。
・不確定な事象の起こりやすさを表

★主な指導内容
・四分位範囲や箱ひげ図
・確率の必要性と意味 
・確率を求める

★指導のポイント
・四分位範囲や箱ひげ図を用いてデ
 ータの分布を比較することができ
 るように指導する。
・場合の数を基にした確率を求める
 ことができるように指導する。

★主な指導内容
・標本調査の必要性と意味
・標本を取り出し，整理する

★指導のポイント
・様々な事柄について，標本と母集
 団の関係に着目し，データを収集
 させる。また，既習事項を活用し
 ながら収集したデータを分析し，
 結果に基づいて判断できるように
 指導する。（コンピュータの活用）

☆ 青：小中または学年間で移行する内容 ピンク：新たに指導する内容
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はじめに

１ 「直面した問題の解決方法を考える」場面

（１）共通なルールや性質を見つけて問題を解決しようとする方法

≪指導のポイント≫
①共通なルールや性質を見つけるための視点（見通し）をもたせる
②共通なルールや性質を考えさせる
③見つけたルールや性質が正しいかどうか，確かめさせる

（２）似たような経験から，新しいルールや性質を考え，問題を解決しようとする方法

≪指導のポイント≫
①今までに似たようなものはなかったか考えさせる
②似たようなものの中から，新しいルールや性質を考えさせる
③同じようにできるかどうか考えさせる

教科等横断的な視点に立った資質・能力の中の『学習の基盤となる資質・能力』に，
問題発見・解決能力があり，特に『問題解決能力』については，算数・数学科では，数
学的な考え方を育んでいくことが重要です。そこで，いくつかの数学的な考え方につ
いて，児童生徒の考え方や指導のポイント，さらには，他教科における具体的な活用
場面例をまとめました。算数・数学の指導に生かすことはもとより，各学校において，
教科等横断的に問題解決能力を育む際に活用してください。

【具体的な場面例】
＜国語＞
・説明文や論説文等の要旨を考察する場面

＜社会＞
・いくつかの資料から，その地域の特徴を考察する場面

【具体的な場面例】
＜理科＞
・問題の解決について，今までの実験結果を活用する場面

＜音楽＞
・ある作曲家の音楽について，その特徴を考察する場面

＜児童生徒の考え方＞

自分にとって必要な情報を集め，そこから共通のルールや性質を考えます。

（～ではないだろうか！）そして，それが正しいかどうか確かめます。

このような考え方を「帰納的な考え方」と言います。

＜児童生徒の考え方＞

自分が今まで経験（学習）してきた中で，似たような事象を思い出します。

そのときの結果を活かし，新しい解決方法を考えます。

このような考え方を「類推的な考え方」と言います。
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２ 「自分の考えを説明する」場面

（１）根拠をしっかりともち，筋道を立てて考え，説明する

≪指導のポイント≫
①根拠をしっかりさせる
②見通しをもたせる
③筋道を立てて考えさせ，表現させる

（２）似たようなルールや性質を１つにまとめ，説明する

≪指導のポイント≫
①同じようなものを選ぶときの視点（見通し）をもたせる
②１つにまとめるときの表現方法を考えさせる（ことば，表，式，グラフなど）

（３）よりよい方法を考え，説明する

≪指導のポイント≫
①今ある結果（現状）を理解させる
②そこからよりよくしていくための手立てを考えさせる

【具体的な場面例】
＜各教科･教育活動全般＞
・自分の考えを説明する場面

【具体的な場面例】
＜理科＞
・実験で出てきた結果を分類し，１つにまとめようとする場面

＜学活＞
・出てきた色々な意見を分類し，１つにまとめようとする場面

【具体的な場面例】
＜美術＞
・今の作品をよりよくしていくための方法を考えさせる場面

＜社会＞
・現在の社会状況をよりよくしていくための方策を考えさせる場面

＜児童生徒の考え方＞

まず，自分の結論をきめ，その結論における根拠を明確にします。そして，

その説明の方法を筋道を立てて考え，説明します。

このような考え方を「演繹的な考え方」と言います。

＜児童生徒の考え方＞

まず，目の前にある様々な結果を同じような仲間に分類し，それを１つにま

とめることはできないかと考え，説明します。

このような考え方を「統合的な考え方」と言います。

＜児童生徒の考え方＞

まず，自分の目の前にある事柄をしっかりと見つめ，それをよりよくして

いこうと考え，説明します。

このような考え方を「発展的な考え方」と言います。
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本市の児童生徒が苦手としている意味理解や計算など，課題の見られた内容について

学習プリントを作成しました。これらの内容は，当該単元において学習した際には理解

できているものの，その後の反復的な学習の機会が十分に得られなかったことが課題と

なった原因の一つと考えられます。

旭川市ＨＰからダウンロードして，必要なプリントのみを印刷することができますの

で，当該単元の学習後，長期休業中や学期末・年度末など様々な機会において，児童生

徒の実態に合わせて御活用ください。

小学校 算数

中学校 数学

使用可能な学年を示し

ています。

自主学習や家庭学習にも対応できるよう

練習問題の前に解き方を示しました。小学

校算数の学習プリントは，あさっぴーが正

解の方を向いています。

中学校数学の学習プリントは，当該

単元において幅広く課題に対応で

きるよう練習問題を掲載している

ため，最初に解き方の確認ができる

ようにしています。

過去に全国調査で実際に出題された問題を掲載しま

した。中学校の学習プリントにも掲載しています。


